
 
 
 

名張市立病院経営強化プラン（素案）に係るパブリックコメント意見募集

結果及びプラン（案）について 
 
パブリックコメント意見募集結果 

案 件 名張市立病院経営強化プラン（素案） 

募集期間 令和５年９月１日～同月３０日 

意見の件数 

（意見提出者数） 
８６件（３５人） 

意見の取扱い 

修正 素案を修正するもの  ９件 

既記載 既に素案に盛り込んでいるもの ２３件 

参考 
素案に盛り込めないが、今後の参考

とするもの 
４５件 

その他 
素案に反映できないが、意見として

伺ったもの 
 ９件 

 

  件数 意見に対する名張市の考え方 

【全般】 

経 営 強 化 プ ラ ン に 基 づ

き、市立病院の経営改善を

図るべきである。 ３件 

【既記載】 

経営強化プランは、市立病院が持続

的かつ安定的に医療を提供できるよ

う、不断の経営改善に取り組むことを

目的としています。ご意見のとおり、

本プランに基づき取組を進めてまいり

ます。 

【全般】 

経営強化プランの策定に

当たっては、患者や市民、

職員の声を聴いて進めてほ

しい。 

６件 

【既記載】 

市立病院が市民や患者の方に信頼さ

れる病院であり続けるためには、幅広

くご意見やご要望を伺い、経営強化プ

ランの取組に反映する必要があると考

えています。 

令和５年５月には、在り方検討委員
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会の答申に関する市民説明会・意見交

換会を計３回実施し、多くの市民の方

から率直なご意見やご要望を伺いまし

た。 

また、市立病院の職員の声を聴く場

としては、市長が参加する懇談会を１

１月に計２回開催し、市立病院の将来

像や働き方についての意見交換を行い

ました。 

その他、今般のパブリックコメント

の実施や、市民意識調査及び患者満足

度調査等のアンケートも活用して、経

営強化プランを策定してまいります。 

【Ｐ３】 

「プランの位置付け」に

ついて、過去の改革プラン

と総合計画との整合性は取

れているのか。 

１件 

【既記載】 

これまで策定した改革プランにおい

ても、名張市の総合計画で地域医療の

充実を掲げていることを踏まえ、その

一端を担う市立病院の経営改革を進め

ることを目的としていました。 

この方向性は現在も変わっておりま

せんので、経営強化プランについても、

昨年度策定した「なばり新時代戦略」

の実行計画と位置付けることで、地域

医療の確保に向けて市立病院の経営強

化を図ることを示したものです。 

【Ｐ３】 

第２次改革プランで示さ

れた市立病院の将来像は生

きているのか。 

１件 

【既記載】 

第２次改革プランでは、「第７次三重

県医療計画」及び「２０２５年を見据

えた地域医療構想」を踏まえた考え方

を記載しており、その考え方は変わっ

ておりません。 

今回の経営強化プランにおいては、

新興感染症対策等の新しい役割も含め

て、今後策定される第８次三重県医療
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計画と整合性を図る必要があると考え

ていますので、その時々の社会情勢に

応じて考え方を更新しながらも、地域

医療の確保という大きな柱を引き続き

担っていきます。 

【Ｐ５】 

計画の推進のため、経営

のトップを決めて権限を明

確にするべきである。 
１件 

【参考】 

経営改善を実現するためには、職員

が一丸となって取組を進めていくこと

が重要です。そのため、組織のビジョ

ンを職員に浸透させ、風通しの良い組

織づくりを進めるため、経営陣や管理

職の更なるリーダーシップが必要であ

ると考えています。 

【Ｐ７】 

人口減少と患者数の減少

について根拠を明らかにし

てほしい。 

１件 

【既記載】 

国立社会保障・人口問題研究所が、

「自治体別将来推計人口」を公表して

おり、名張市も人口の減少と高齢化率

の上昇が見込まれているところです。

この資料に患者の受療動向を示す全国

データである厚生労働省患者調査の

「年齢階級別受療率」を組み合わせる

ことで、名張市の将来患者を推計する

ことができます。ご指摘のとおり、人

口減少＝患者減少ではありませんが、

受療率を考慮すると、外来は２０２０

年以降減少に転じ、入院は２０２５年

以降減少に転じるものと分析しまし

た。（この分析結果は、第２回在り方検

討委員会資料２からの引用です。） 

【Ｐ１１】 

これまでの計画の目標設

定の問 題点 を示して ほし

い。 

１件 

【その他】 

これまで策定してきた改革プランの

実施状況は、毎年、市立病院改革検討

委員会に報告し、ご意見をいただいて

きたところです。第２次改革プランの

3



総括については、目標設定の妥当性や

広報の充実の必要性についてご意見を

いただきましたので、今回はその反省

を生かして経営強化プランの素案を作

成しました。 

また、「第７計画の点検・評価・公表」

に記載のとおり、期間中も目標や取組

内容を改めて評価し、必要な見直しを

行うこととしています。 

【Ｐ１７・５２】 

患者満足度調査の詳細を

明らかにするとともに、更

に充実してほしい。 
２件 

【参考】 

患者満足度調査は、継続的に患者サ

ービスの改善を図るため、令和４年度

から開始しました。調査結果を参考と

して、より良い患者サービスの提供に

努めてまいります。 

【Ｐ１８】 

経営分析における新型コ

ロナの影響について一貫性

がないのではないか。 

１件 

【参考】 

コロナ禍における病院の実績をどう

評価するかという点は、医療機関にお

ける大きな課題であると認識していま

す。経営強化プランでは、経常収支等

の財務諸表に関する事項については、

新型コロナの感染拡大前との比較を行

うことで令和９年度の目標値を設定す

ることとしましたが、個々の指標に目

を向けると、令和２年度から開始した

地域包括ケア病棟に関することなど、

新型コロナの感染拡大前を参照するこ

とができない項目もあります。そのた

め、原則としては、新型コロナの影響

がない令和元年度を基準としながら、

例外的に令和２年度から令和４年度ま

でを基準とする取扱いとしました。 

【Ｐ２２・４６】 

市として今後も市立病院
２件 

【参考】 

市立病院等の公営企業会計は、独立
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を支援することを表明して

ほしい。 

採算が原則とされますが、事業の性質

でその収益で賄えないものは国が示す

繰出基準に基づき一般会計が負担する

ものとされています。一般会計からの

支援の在り方については、引き続き協

議したいと考えます。 

【Ｐ３０】 

地域包括ケア病棟を分析

し、課題を明確にすべきで

ある。 

１件 

【既記載】 

市立病院の地域包括ケア病棟は令和

２年度に開設しましたが、コロナ禍と

重なり本来の機能を発揮できていませ

んでした。 

そのため、Ｐ４８「重点取組②地域

の特性に応じた入院医療体制の構築」

において、地域包括ケアプロジェクト

チームの運用を記載しており、地域包

括ケア病棟の効果的な活用に向けて検

討することとしています。 

【Ｐ３３】 

救急医療について直近の

データを加味して分析すべ

きである。 

１件 

【参考】 

救急患者の受入件数については、伊

賀地域救急輪番制の実施日数に応じて

夜間救急受入患者の数に影響があると

考えています。また、令和３年度の日

数変更の影響を評価するためには、令

和４年度以降数年間の実績を把握する

必要があるため、今回の記述としてい

ます。 

【Ｐ３５】 

「医療機器・設備等の更

新」の電子カルテの更新費

用は妥当なのか。また、シ

ステムの陳腐化への対策は

考えているか。 

１件 

【その他】 

電子カルテシステムの更新経費は、

現行システムの実績値を推計値として

積算しています。セキュリティリスク

や機器のパフォーマンス低下等に対応

するため、システムの定期的な更新は

不可欠であり、これまでも実施してい

るところです。今後の更新の際は、業
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者選定でプロポーザル方式の活用や、

他院実績とのベンチマーク等を行い、

経費負担の抑制に努めます。 

【Ｐ３６】 

「経常収支比率１００％

以上の達成」を、「実現性を

十分検討した事業収支の安

定化」とすべきである。 

１件 

【参考】 

経営強化プランは、経常収支の黒字

化を基本目標としていますが、ご指摘

のように内部留保資金を意識した資金

収支の黒字継続も重要と考えますの

で、次回の見直しの際は、内部留保資

金の明示について検討します。 

【Ｐ３６】 

達成すべき目標と経営形

態の見直しの関係性を示す

べき。 １件 

【既記載】 

経営形態の見直しは、目標を達成す

るために取り得る方策の一つとして検

討中ですが、Ｐ３６に記載のとおり、

経営形態を見直した場合は、収支計画

や取組について変更が生じる可能性が

あります。 

【Ｐ４１】 

入院期間短縮のために無

理な退院となるようなこと

はしないでほしい。 

１件 

【その他】 

医療の質の確保をするためには、疾

病ごとの標準的な入院期間の指標であ

る「平均在院日数」に沿った入院期間

の適正化が必要となりますが、令和２

年４月以降は、地域包括ケア病棟を活

用することで、落ち着いてリハビリや

退院に向けた準備を行える体制を整え

ています。 

また、退院後の生活を見据えた在宅

復帰支援も重要ですので、入院患者様

の個々の実情に応じた退院支援計画を

ご提案させていただいています。 

【Ｐ４４】 

収益的収支計画の令和７

年から令和９年まで支払利

息が同じなのはなぜか。 

１件 

【参考】 

収益的収支計画の支払利息は、企業

債の借入先が縁故債（銀行等資金）、地

方公営企業金融機構資金、財政融資資

6



金（財務省）になるか、今後の貸付利

率の情勢が不透明なことから、令和７

年度見込額を基本値として据え置いて

います。 

収支見込を可能な限り実態に近付け

るためにも、今後の見直し時やローリ

ングを行う際に借入先や利率について

条件を設定して精査します。 

【Ｐ４８】 

紹介状なし受診、がん外

来、産婦人科、訪問診療、

訪問リハビリといった市民

が求める診療を行ってほし

い。 

１０件 

【参考】 

伊賀地域は、県内で最も人口当たり

の医師数が少ない地域です。この限ら

れた人材を効率的に活用するために

は、医療機関の役割分担は避けられま

せんので、市立病院がどのような医療

を担うべきか、伊賀地域全体の医療の

充足状況を踏まえて判断すべきと考え

ています。 

また、紹介状なく気軽に受診できる

医療機関を目指してはどうかというご

意見を多くいただきますが、その場合、

入院医療や救急医療に医療従事者を配

置することができず、二次医療機関と

しての機能を果たすことができなくな

るおそれがあります。 

名張市立病院は、市内の入院医療と

救急医療の充実を願う市民の声で生ま

れた病院です。市民の医療ニーズにお

応えすることが公立病院の役割です

が、効率的な医療提供体制の構築を目

指すことも必要となりますので、ご理

解をいただきますようお願いします。 

【Ｐ４９】 

「重点取組③病院の要とな

る看護師の処遇改善」につ

 

【参考】 

看護師の離職は、コロナ禍を経て多

くの医療機関で顕在化しています。そ
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いて、手当だけで解決する

のか。また、離職理由の調

査と対策は行っているか。 

のため、ご指摘のとおり複合的な対策

が必要と考えていますので、現場の意

見を聴きながら対策を進めたいと考え

ています。なお、離職の意向を示す職

員に対しては、個別に聴取りを行い職

場環境の改善に生かしているところで

す。 

【Ｐ４９・５４】 

「重点取組④「攻め」の

施設整備と設備投資」に「施

設整備に精通した人材の確

保」を加えるべきである。 １件 

【修正】 

医療機器や診療材料の価格交渉や施

設設備のメンテナンス業務に関して

は、効率的な業務実施のために高い専

門性が求められることから、専門知識

を有する職員の雇用・育成を進めます。 

いただいたご意見を踏まえ、Ｐ５４

「施設・設備の最適化」の取組に追記

します。 

【Ｐ４９】 

「重点取組④「攻め」の

施設整備と設備投資」を推

進すべきである。 
５件 

【既記載】 

ＭＲＩや血管造影装置等の高額医療

機器や、防災設備・空調設備などの大

規模改修を踏まえた設備投資計画を策

定し、計画的な投資事業に取り組みま

す。 

【Ｐ５０】 

重点取組⑤の医療ＤＸと

は何か。具体的に記入して

ほしい。 

１件 

【修正】 

医療ＤＸ（デジタルトランスフォー

メーション）は、医療分野のデジタル

データ技術を活用することで、医療サ

ービスの効率化と質の向上を図るもの

です。今回の経営強化プランでも重点

取組の一つとして掲げており、更に推

進したいと考えています。 

いただいたご意見を踏まえ、重点取

組⑤の説明を追記します。 

【Ｐ５２】 

地域医療連携推進法人の ２件 
【参考】 

地域医療連携推進法人の活用は、在
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活用等について分かりやす

く説明すべきである。 

り方検討委員会の答申でも述べられて

いるところであり、地域医療機関との

協働による医療機関運営効率化の手法

です。具体的な活用方法や必要性につ

いては、地域医療機関のご意見も伺い

ながら検討したいと考えています。 

【Ｐ５３】 

医師や看護師の働き方改

革を推進してほしい。 ４件 

【既記載】 

医療従事者の負担軽減に直結する取

組は人材を確保することですので、経

営強化プランに基づき従事者確保の取

組を推進します。 

【Ｐ５３】 

令和４年度に市立病院の

ハラスメント事案が問題と

なったことから、ハラスメ

ント対策の記述が必要では

ないか。 ７件 

【修正】 

市立病院で発生したハラスメント事

案に関して、市民の皆さんにご心配を

お掛けしておりますことをお詫び申し

上げます。 

今後の再発防止策として、相談窓口

や意見箱を設置し、全職員を対象とし

た研修を実施したところです。ハラス

メントの根絶に向けて、経営強化プラ

ンにこれらの取組を継続していくこと

を記述します。 

【Ｐ５６～５８】 

「経営形態の見直し」に

関する方針決定に当たり、

市民への説明を果たすべき

とする意見に加えて、地方

独立行政法人や全部適用等

の各経営形態への変更を望

む意見、現行の経営形態に

よる運営を望む意見等、多

岐にわたり名張市に検討を

求めるもの 

２３件 

【参考】 

本市としては、市立病院の経営を強

固なものとし、必要な医療を持続的に

提供できる体制構築を図ることで、将

来に向けて市民の命と健康を守ること

を最重要に考えています。経営形態の

見直しについては、この点を重々踏ま

え、名張市にとって望ましい選択は何

かを検討し、方向性をお示ししたいと

考えています。 
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【その他】 

在り方検討委員会の答申

内容に対する意見又は改革

検討委員会の委員に対する

意見。 

２件 

【その他】 

ご意見として伺いました。同委員会

の運営の際の参考とさせていただきま

す。 

【その他】 

市立病院を売却・民営化

してほしい。 ２件 

【その他】 

ご意見として伺いました。現在の名

張市の方針と異なるため承ることはで

きませんが、市民の方の考え方の一つ

として留意します。 

【その他】 

経営強化プランと直接関

係のない意見。 
２件 

【その他】 

ご意見として伺いました。必要に応

じて関係部署と共有させていただきま

す。 
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